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＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

私たちは、一期一会の出会いを大切に、次世代へと受け継がれる豊かな地域環境を形にしま

す。地域の人々と喜びを分かち合い、ともに歩み続けることで、誰からも愛され、頼られる存在へ

と進化し続けます。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

環境 

☐社会 

☐経済 

社用車の入れ替えに合わせてハイブリッドカ

ーを１台導入。タイミングが合わず、1 台のみ

の導入となった。 

2025 年までにハイブリッ

ドカー、ハイブリッド重機

を 2台導入。 

2025 年中にハイブリ

ッドカーを 1台導入。 

環境 

☐社会 

経済 

水の使用量削減を呼び掛けたが、具

体的な数値での評価は行えなかっ

た。 

自社の水の利用状況を

把握し、2025年度までに

使用量を 3％削減する。 

使用量削減呼びかけ

のみ 

☐環境 

社会 

経済 

専門家指導の下、BCP を策定。勉強

会を実施した。 

令和 5 年 3 月までに BCP

を策定し、各年度に 1 回勉

強会や訓練を実施する。 

BCP 策定、勉強会実

施 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

SDGs登録申請当初に社員へ重点的な取組みの内容や、数値目標を共有したが、意識して行動 

できた者は少なかった。定期的に SDGs達成に向けた意識合わせが必要だと感じた。 

この反省を活かし、来期は社員の目に留まるところに SDGsについての取組み等を記載したチラ

シを掲示し、会社全体で取り組めるよう努める。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 

☐社会 

経済 

水の管理 

自社の水の利用状況を把握し、

2028 年度までに使用量を 3％削

減する。 

☐環境 

社会 

経済 

災害や事故などのリスクへ備える 
各年度に 1回勉強会や訓練を実

施する。 

☐環境 

社会 

経済 

若年層の雇用 

インターンシップ、地域開催の企

業説明会参加を行い、2028 年度

までに若年層を 1名雇用する。 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

お客様、企業、自治体、社員をはじめ関わる全ての人たちとパートナーシップを結び、SDGs の達

成に向けた取り組みを行い、全員で目標達成に向かい活動してまいります。 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


